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－”仲人■‾⊂コIl｛7喝鶴1

第8回　第2試鹸収量亭穫構成（2番刈）

宮城県K∴おける和牛肥育農家の飼料給与

慣行と肥育技術

竹　内　正　治・丹　野　成　一

（宮城県農試）

1．は　し　が　き

本県にかける和牛の短用川巴青について，もと牛や餉

劉給与法などを的査し・肥育農家の飼料給与慣行と肥育

技術を探ろうとした．

2．納盃の材料及び方法

1．凋杏の材料

昭和36年艇県主催肥育牛共進会lて8地区70養家

上少出陳されか70頭について萌査した．

B．絢査の方法

もと牛及び給与的椙については■昭和86年8月下

旬上少11月下旬に亘る100日間■農家の記帳しか所

定の鋼査カードによカ調査し舟．肥育終了時の体束は．

11朋8日肥育牛共進会々場償お小て牛衡器を用いて
測定した．

る・調査の結果及び考察

分析は・70頚のうち給与飼料及び増俸量の判明して

いる88削ついて行ったか・1日当増体重を目安とし

て飼銅給与法を検討しか方が効果的であると考え■次の

4つの型に分熟し・型単位に分析した．
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Ⅰ型　1日当増体量　1．8■グ以上

皿型　∫　　　　　　　0．7－1．20ェ一

皿型．∫　　　　　　　0．7－1．29且タ

Ⅳ型．〝　　　　　　　0．4－0．8g且タ

（皿・皿型は■肥育日数にユタ区分し一介）出陳地区別

の肥育型の分布は■第1表の通力である．

第1表　肥育型の地区分布

　　 型

地 区
l ∬ Ⅲ Ⅳ 什

県

南

刈 田 l 暮 d

柴 田 l ○ 8

伊 具 l I ■

雷 名 1 ● 1 ■

県

北

大 喝 1 轟 ●

栗 原 8 ■ ■

計 8 1 ● l t 1 ●
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1．もと牛の状況

第電嚢　もと牛の概況

東北隷業研究　第7号

璽 僻

■　¶＝■ 性
年◆
も と午価格 1

肥 雷 ‡

日数

開始時
体 重

鼻 ：柵 めナ 去 鴨

l ● 1 1 t 1

カ 円 日 り

h I 1 0 tl○○▼ 1 0 0 ●＄○

l 1 ● 1 1 ● l■ 1 ■● ○ 7ヽ 8 8 l O 4 2 1

t ● ● 1 ■ l ▲8 ●ヽ▼0 0 ○tl 1 1 8

F l ■ l ■ ．● ▲● ■l O ¢8 1 0 0 1 0 7

放　し鼻・‥鼻毛和轟．儀・・欄毛和讐　ゝ露地・・欄内重

い　糧鋼．性．年令：第号表に示す上，K種類では

黒毛和種■性別ではめナ牛（鍵産，未鰻重の別は不明）

が断然多い．去勢牛の使用は県南地区に多い・年令はめ

ナ牛．一室鶉牛ともに4－8才のものが多く・短期の壮合

肥雷で参るととを轟付けしている．なお・もと牛の貴賓

は■中等程度のものが多い・

第8表　　飼料の給与量

脚・体重：肥育開始時における体重は・第9那示

すように平均48絢であって・壮合肥青のもと牛とし

て潤当を体重‾eある・

以上のことは70顔についての鋼査Kおいても同様の

暢向で亀つた・
2．飼料の給与状況

（‖　給与剛の純銀：第8表作示すように濃厚飼朋

11種類■租餉刹18種頬に及んでいるが・基幹飽桐は

大麦・フスマ・大豆カス並びに稲ワラ・イモ崩・干草・

生章一eある・そして地区及び型に上って飼料の種軌に特

徴のある・ことが認められる・別も濃厚飼料においては・

農頗地区では米は使用されていないが大王・小麦が使用

されている・米メカの利用は意外に少なく・刈田・真名・

大嶋地区の一部－e・油カス・配合飼欄は刈田地区の一部

で使用されているにすぎない・租飼羽咋かいては・刈田

柴田・伊具8地区の青刈研作物・農場副産物昭利用が

庄目される・

またl・皿型・亡は・粗飼料の種鎖は比較的少ない三・〟

超では非常忙多い・

単位　り

l　　 型
Ⅱ　 型　 l 爪　 型　　 I Ⅳ　　 型

前 明 中 期 后 朋 計 前 期 i 中期 后朋 計 J 柵

2 8 7

中 期

別は

后 期 計

1塾1．8

前 期 中叫

l

后 朋 計

濃

厚

飼

料

穀

解

－8 7 8 L 3 Tn O 沙 n O 8 L T

t ■

払 ○

18 8

8 8 7

8 8 8

汐 1．才 敗 0 叫 1 10 l．0 ○良さ B組 8
大　 米

虻 も ld O 払 占 8弘○ 則川 ▲8 ▲8 且8 ■l la l lh l

批 ■l ■● 皿 ○ 凰○ 8 0

8 8

8 0

1 8 0

別け

小　　　　 麦 凰虻 l 書 8 8 ■1

1 1 6

7 8 8

■色

8 8

1払 丁

大　　　　　 豆 lL O 1 8 0 8 0 l▲■

l lt t
計 4 8 立

札 7

0 1．0 ●⊥■

88 8

が 弘d

塾0 1 6

●l I

■8 8

3凰8

18 8 8 11 8 8 王柁L O 2 8 7 78 0 出川 lⅣ鼠l 8 18 †

ヌ

カ

鯛

8h O IL l 引用 18弘l M 4且■ 払 l l▲l 払 丘 l Tゝ ▲ゝ t 1剛は

賓　　 ヌ　　 カ 払 ○ 5乳8 朋は 1粗 さ 8弘8 立8 1 7 8 1 t O l t 7

1h O

lL l

lL も

8■1

米　　 ヌ　　 カ 18 2 l■● 1 ●

8も染

11 ●

紬8 7

11 1

鼠○

9．只 ■● t T 1血8 ■○ ■亀1

2 8 名

lA l

■l ● 払 1 10 h l l l ◆ 7■▲ ●L O 17■l○ 8 1 18

カ

ス

粁 08 8 1卵沌

払 ○

10 t

l t d

8 1乱○

7 8 ○

8 8

1 8
lt l 8 1 払 ○ lt．● 朗は t l 1鼠や 11 8 暮鮎

油　　 カ　　 ス

汲 8

■l L l n T 8 8 t ■ 1 0

糾■1 8 4 19．8
暮1 ■ 恥 ○ lt 8 T q O l l 1丘8 l仇8 8 t O l n l 2息 8 14．4 8丸さ ■●

頬

そ の他

　 計

配　 合

n O ■l

O h l 8 1■8

1 ■

1払 l

1 8 5

亀虫丘○

11 ● t▲●

合　 計

糟　 ワ　 ヲ

17L l 餅 8 4 8 18 ○ 8 4 8 ▲ 1－Ih T ld l l m t ● ○■t 占 7 8 0 l l t 8 卯岨8 B M ．T

岨

飼

料

嶋 ●● 78 塁00 t■ 1沙 0 1 8 1塾 15 0 1 0 0 1 8 ●▲▲ 40 10●

1●

1 70

0 8

t l

糾 8

干　　　　　　　　 尊 11 1 1 比 ○ 帥 ll 1 1 0 4 8 0 l T O 8 8 0

l■

8 7

4 18イ　　　　 モ　　　　 奪l l tけ Sは8 18 l ■▼l 10 0 鳩 8 1 8 1 ●帥 2 3

軸

■●

4 †8

lO l■ 14○

生

尊

顔

118 1 1皇 T l 鮒○ 桝 塁 11 8

0 7

8 1

11

♪8 0 1 8 1 8 鱒 7 l叩 沙 1 0さ8

生

曹 刈 デ y トヲ y

曾 刈 ラ イ 隻

わ 帥 8 ○○ 4 4 以 2 7¶ 1 0 8 l▲l

1 8 1丘

青　 刈　 大　 豆 1皇 1 1 1 8 10 l

立○

l 1 1

雷 l £4 4占 帥 4 1 lt d

牧

そ　 の　 他
● 11 l O ▲○ 7丘 1和

昭 ○

軸 別は

什 1棚 15 ‡ 0 1 引け 朗は u l ●■ 馴 11 8 8 8 4 7 8 1 8 1 8 0 6 0 l針 10 1 8

註1刷：‥日・中期：40日・后朋‥80日（瓜型：£〇日）　弘生曹願のその他：野巣タダ■イモプル，桑葉・カブ・

サイレージ
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ほ　飼鞘の自給度

第4表　磯厚飼判の自給度（％）

型 載 弊i ヌ カ執 カス 軸 計

l 8 8 ＄ L 望 － l t 8

J 4 8 1 鼠 色 m l 6 乱○

Ⅲ 4 1 0 乱 1 － さL O

Ⅳ 8 8 2 8　5 － 8 丘7

粗飼料は100％自給してかカ，潰厚飼料も第4表

の通曳けと校的自治度が高く，ことに無効の自給度は商い

しかしヌカ鎧ト・カス籾は大部分購入である．

・81餌周の冶与嘉モ　　第8表に示すよう佐渡摩明科の

冶与址は，Ⅰ・皿型を除いては少なレ嘲り巴音の蓮むに従

い丹描き九・1朗1日当給与杭は平均Ⅰ型6．5Kダ■∬型

6．小，・山型3．泄ダーⅣ型5．即座である．粗飼料にかい

ては・仝塩に給与法に無用が参る・ことにm型では，粗

飼料を多冶して典昭飼利の給与不足を充足しようとする

恕図が娩知される・

濃厚嫡国の給与割合は・第5表（て示すようにⅠ型で技

やゝ均衡をえているが・他の卿では一般に難瓶の割合が

高く・メカ執及びカス崩の割合は相対的に低いようである

第6歳　＝姜分給与最（1頗平均）

嫡5表　濃厚飼料の給与割合　％

型 職 嫡 貫 力妨 カ ス鯛 そ の他

1 8 8 0 8 ＆8 1 8 8 －

Ⅱ 1 8 7 ▲▲○ h l n l

皿 l t 8 ■1 1 l ■b －

Ⅳ 8 8 8 ＄a l 8 8 t l

日日　覆分冶与拾　　D C f■の冷争IiU1，各型に大差は

免いが，T D NKかいては■その差が著しい（呵爪考）

華分充足内容をみるくく・Ⅰ勲を■舞き葡拍・寧日て対する併存

唯が高く・ことKm型は・D（】Pの50％・T DI】の

77％を粗同軸より充足してか少，租朗判型肥育を立証

している・

8．肥育結果

＝　増体吊　1日当増体†．とは・短卿巴膏ではH，程

度が標準であるので・第7表に帝すようにⅠ型は良好・

皿．山型は普通，Ⅳ型は不良と判定される・

単位：■タ

型
前　　　 期 中　　　 期 後　　　 期 全　　　 朋　　　 聞

B C R C p e p C 計 ＝亘二コ
l ＆ 0 8 之 凰 8 8 8 1 4 8 鼠 ○ £ 1 ．1 8 色 t B T 1 ■ ■ ■ 8 仇 0 7 l 8 8 8 1 ■ き

∬ 1 8 4 2 皿 8 0 ■ 8 8 8 鼠 8 1 4 ．8 0 8 8 月 1 8 乞 0 5 7 1 £ l 0 8 色 l £ 凰 金

皿 1 8 0 8 1 凰 8 8 2 8 8 9 針 目 柑 l n 8 7 l a 1 0 5 1 8 l 古 仏 4 8 1 0 1 0 ■ 8 u l

Ⅳ l a 3 8 l 息 も ▲ 1 1．7 望 之 l 0 0 8 5 £ B a 5 8 8 仇 0 8 8 8 0 0 1 0 1川 1 a u l

l 7 8 号 ○ 1 0 8 さ 7 ○ 且 塾 塁 t l l ○ ○ 8 m 0 7 1 さ l さ d 2 5 8 8 8 1 0 7 0 9 ● 8 t さ ○ I ■ ●

Ⅱ 1 針 目 川 1 1 8 1 7 l b 鼠 4 3 1 7 8 8 4 8 1 8 0 1 4 8 8 8 8 0 4 ．8 ‡ 4 ‡ h O ● 7 0 8 0 7 l h O

町 2 8 皿 5 0 8 8 4 1 8 4 L ll B 1 0 8 7 8 1 5 h p 占 8 7 色 1 7 5 8 0 7 8 8 l ．8 8 0 8 凰 4 2 I l l

Ⅳ 1 4 嵐 6 † 8 8 7 6 1 7 1 ．0 8 l B t 4 8 1 0 L 5 0 l l n 0 0 l 負 え 0 6 3 8 4 ．1 1 8 0 ■ 望 1 8 凰 1

鼓1，充足率は．全期間にかける総給与tK対する月．Cの百分輩　B：岨飼料　0：濃厚飼科
乞飼料成分は．主として藤本宏等共著．家畜の飼料（IG●）及び全爛寒くみあい飼料隻驚く′丘り忙よった

第7表　体重の増加及び1且′増体当養分量（1頭平均）

区　　　 分 例　 数

肥 育

日 数

体　　 重

増体量

1 日当

増休養

l K グ 増 俸　 当 何　 科　 韓

鞘始時 終了時 D C P T I）N
凛・嘩

飼 料

1 1 ■

増体当
1 日当

1 3

日 且タ l■ l事 ↓ナ l I l ナ 句 円 円

1 0 0 4 8 0 さ7 4 1 4 4 1 4 4 q O d 4．0 0 1．8 1 8 4 l ●l

Ⅱ 1 8 0 1 t l ● 8 1 8 ●l 仏○○ L O 8 8 7 0 t O 丑8 8 食●7

柑 ● 0 0 1 1 8 4 0 8 8 0 u 8 0 1 8 8 1 乳8 8 4．8 1 1 8 塾1 8

Ⅳ 8 1 0 0 4 1 7 さ塾8 5 8 仏6 8 L 8 1 l t 4 7 8 7 t b S t t ●

l） 広　 島 4 1 0 0 8 8 9 1 8 1 8 色 u l 立 1 0 0 8 4 7 8 2 8

蓼） 石　 原 老牛 1 0 0 4 0 0 8＿0 0 1 0 0 L 0 0 8 7 7 t 0 1 7 97

り　 N R C 1 0 0 4 0 6 8 1 8 1 0 8 1 0 8 u 8 8 l 1 1

註lJ・‥広島県新市畜産線轟所報告（′84。

2）．さい・・石原盛和書．肉牛肥育法（1058改正鶉l坂）短期肥育忙わける石原給与墓埠及びNRC靡中によわ妖算した．
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ほI l叫増体に重し介饗分l止　Ⅰ■∬・皿型はやゝ

慄準に丘いが■Ⅳ型は給与過剰である・竃か1且夕増体に

貴し舟濃厚伺鞘では■1・1型が少い・なか1且，増体当

飼料費では．1型が最も安く，Ⅳ型が臆も高い・1日当

飼料費では■∫型が最も安、・
t8〉　肥育牛の仕上少程度　Ⅰ型及び皿型の多くは

90－95％の仕上少であるが・他は一般に低い・山型

のよ，K粗銅個を多給する場合にはり巴青日数を190

日位托して粗飼料の賞を吟味するととも忙・肥育後期昭

かいてはもつと濃厚飼鋼を増量する必蜜があら，・

以上の結果から肥育技術について考察してみるに・増

体鼠及び飼銅の給与法からみオ場合はⅠ＞∬＞山＞Ⅳ型

の順序でを．カ，これに肉牛の仕上少程度を考慮した場合

はⅠ●皿型が瞳れている・亀介飼料費を主体にみた場合

は，山型が有利のよ，K思われる・

肥育技術は，終局的には■収益性の高いものでなければ

ならないが，収益性はもと牛費及び肉牛販売価格に大き

く左右される．これらの点を含め総合考察するならは・

こん回の網査にかいては■工＞山＞皿塾の順序であり・

Ⅳ型は最も劣る・

4．　事　　約

1．宮城県における和牛の短期肥育（秋期）では・も

と牛に壮令の黒毛和種のめす牛が多く使用されている・

2．飼判の自給度は，一般に高く・自給の般猿及び粗

飼料を肥育飼朋として高度に利用している農家が多レ一・

8．肥育技術忙ついては－農家間及び地区間の上下の

開きが大さいが，県南地区がや▲優り・技術見好を農家

が散見される・

草地利用による肉めん羊の育成試験

丹治健吾・舌根浩太郎・市川義夫

（福島県有試熱海支楊）

1．号　え　が　き

省力管理による．めん羊の経済性の調査を目的として

定期市場より購入したコリデール穫めん羊を用い．牛を

放牧中の草地に残葦利用の形態で放牧飼雀を行い．増体

並びに経済性について調査を行ったので．その成績を報

告する．

2．賦　験　方　法

1　調査めん羊l　昭和88年R月2日より．10日

蜜でのl訃町帆内8市場上少購入した．コリデール踵当オ

雄羊及び去勢羊．各々Il頭の計22頭であり　（零1

零のとおり）．雄羊は購入後去勢を行った．

第1表　　供閤めん羊

積　　 鋼 間 数 生 年月日 購入 月日 性 別 平均体重

コりデーノレ
1 1 囁 8 ．8 8 9 ．8 8

8 3 1，8 もり
稗 8．1 1l～4．1 n 8．望・－5

1 1
8． 8■－4 ．望8 烏．7 －1 11

8 8 4．5 5

欝十 2　2 8 8．1 0

2　草地：面積87．557ha標高．海抜R5∩～

011【「恥で，その内牧草導入面積が40ha　であ少．

牧草の草種付オーチヤードグラス・べレエアルライグ

ラス・ケンタッキーもlフェスク・ラジノクローバー・

レットクローバーの混楢であり．野草地はシバ型の草

地である．

牧区はR区画とし．面積け約lnbaで各区共牧軍区

5baとした・考量は牧草区において．8．8，花曇当り．爪

月15日では4伽．8月18日では2．75句であった．

8　放牧方法

M　準備期間ミR月10日までに爛大しためん羊を．

8月18日忙研1回の仕手の測定を行い．R月27日ま

で・昼間放牧を行い・夜間打合飼とし．日量20ngの

濃厚飼料の給与を行った．（Tl）Nl41．2g∴Dep

2∩．Rg）

またこの間恢・堆羊目頭の去勢を実施LJ全頭に駆
虫薬の投与を行った．

121全放牧期間で6月1日入牧した．乳牛及び和牛．

117守】忙上少1－2回輸牧後の草地に．R月28日よ

少食放牧を行い・10月28日．降霜等Kよる終牧まで
57日間放牧を行った．

仙　骨瑠：全放牧の初めの10日間は避幣合への誘導

と頭数の点検を容易にするため．日量17ng．（TD

が115・6g・DCp　88．6g）の濃厚飼料の給与を

行ったが・その後は頭数の確密のみ忙とどめた．

古．結果及び考嚢


